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　1月 4日、千寿苑で山都町成人式が行われました。
　この日のために用意した晴れ着に身を包み、町内
外から 134 人の新成人が出席。
　久しぶりに会う懐かしい顔ぶれに喜び、それぞれ
思い出を残す光景が見られました。（詳細は p2 ～ 3）

華やかに

新成人134人の門出



　山都町の新成人を祝う式典が、１月４日に千
寿苑で開催されました。各自この日のために用
意した晴れ着に身を包み、町内外から１３４人が
出席。会場では仲間との再会に歓喜の声が絶え
ず、懐かしい顔を見つけては写真を撮り合う光
景が見られました。
　式典では、新成人代表の荒木賢さん（浜町）
と赤星昴太さん（長田）に成人証書が授与され
ました。また、交通安全宣言を園田卓実さん（柳
井原）が「交通事故のない、安全で住みよい故

郷づくりのために、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを習慣づけることを誓います。」と宣
言しました。続く、新成人による誓いの言葉では、飯星弘樹さん（下馬尾）と石原侑佳さん（川
口）が「一人ひとりが社会の一員であることを自覚し、また家族や周囲の方々に感謝し、命の
大切さを心に念じて一生懸命生きていきます。」と宣誓しました。
また、新成人による実行委員会で計画された第２部では、中学校時代の写真を使ったスライド
ショーが流れる中、学生時代お世話になった恩師たちのサプライズでの登場があり、新成人か
らは大きな歓声が沸きあがっていました。

交通安全宣言成人証書の授与成人式の様子
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〒861-3515　上益城郡山都町城平954番地
tel：0967-72-0024　fax：0967-73-1030

緑科学科３年生最後の演習林実習（山の神祭り）　
　12 月 20 日（火）に緑科学科３年生８名で最後の演習林実習を行い
ました。矢部高校が所有する鍛治床演習林のクヌギの伐倒実習を行い、
午後からは、１年間無事に実習ができたことや山からの収穫物に感謝
の気持ちを込めて、山の神祭りを実施しました。今回、伐倒したクヌ
ギは春先まで置いて水分を減らした後、１・２年生が玉切りし、シイ
タケの種駒打ちを行っていきます。先輩から後輩たちへと受け継いで
いきます。３年生にとって最後の演習林実習ということで、みんなの
思い出に残る演習林実習となりました。
○最後の演習林実習を終えて
　緑科学科３年　本田君（矢部中出身）
　緑科学科では、チェーンソー等を使い演習林での実習を行ってきま
した。私は、将来林業関係の仕事に就きたいと思っているので、緑科
学科で学んだ事を役に立てて行きたいと思います。最後の演習林実習
でしたがいい思い出になりました。

頑張る高校生表彰　
　熊本県がんばる高校生表彰は、学業、スポーツ、文化活動等において、他
の生徒の模範となる県内高校生の表彰です。今回の表彰で、普通科３年（日
本拳法部）の亀谷君（清和中出身）が受賞しました。

（普通科３年　亀谷君）

第４回熊本県農業関係高等学校部活動交流大会　バスケットボール大会　優勝
　12月 27日（火）熊本農業高校体育館で、第４回熊本県農業関係高等学校部活動交流大会バスケッ
トボール大会が行われました。男子バスケットボール部が予選リーグを１位で通過し、決勝トーナ
メントに進み決勝戦では熊本農業高校に競り勝ち優勝することができ
ました。
試合結果
　・予選リーグ　矢部高校 108-22 芦北高校
　　　　　　　　矢部高校 74-52 熊本農業高校
　・準決勝　　　矢部高校 65-62 翔陽高校
　・決勝　　　　矢部高校 51-44 熊本農業高校
○試合を振り返って
　男子バスケットボール部キャプテン　山崎君（緑科学科２年、矢部中出身）
　部員数が少ないのでバスケットボール経験者に協力してもらい試合に出場しました。不安でしたが
一人一人が「点を決めるんだ」という強い気持ちで、戦うことができたので良かったと思います。ま
た、この試合で一人一人の課題も見つかったので、これからの部活動で練習をし、次の試合にいかし
て行きたいと思います。

第４１回矢部高等学校百人一首かるた大会
　１月 12 日（木）第 41 回矢部高校百人一首かるた大会を行いまし
た。日本の伝統に親しみ、和歌に対する関心や知識を深めて、国語
力の育成を図るために行われました。矢部高校百人一首かるた大会
で、１位、２位のチームは、１月 28 日（土）に行われる熊本県高等
学校小倉百人一首かるた競技大会に出場しました。

町長室から　工藤  秀一
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　12 月 21 日（水）、矢部高校で熊本県赤十字血液センターの
移動採血車による集団献血が行われました。矢部高校では毎
年冬の時期に献血が行われており、今回は生徒と先生の 34 名
から温かい協力を得ました。
　生徒のほとんどが初めての献血で、受付時には緊張した様
子でしたが、血液センターの担当者からの手順や注意事項の
説明に熱心に耳を傾けていました。
　血液センター推進課によると、近年は少子高齢化で輸血が
必要な高齢者が増える一方、十代、二十代の献血者数は減り
続いているとのことです。医療技術がどんどん進歩していく
中でも、血液はいまだに人工的に造ることができません。また、
血液は長い間保存ができないので、すぐに患者さんに血液を届け
られるように、毎日新しい血液を確保しなくてはいけません。
　今回、献血した矢部高生のような若年層の献血者が増えていく
ことはもちろん、一人でも多くの方に献血に協力してもらう必要
があります。
　なお、次回の献血は２月 17 日（金）山都町役場にて行われます。
皆様のご協力をお願いします。
　食農科学科２年生の原生祐弥君（井無田）は「少しでも人の役
に立ちたいと思い、自分から献血を希望しました。」と、希望した
経緯について話してくれました。

「責任ある献血」矢部高生が命をつなぐボランティア

献血デビューの原生君

採血車の様子
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●お問い合わせ　本館　７３－１６１６　清和　８２－３０３３　蘇陽　７３－２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

　平成28年12月、町内の4つの小学校2年生の皆さんが、図書館本館・蘇陽分館・
移動図書館車わくわく号を見学されました。図書館に初めて来た子や、わくわく号
に初めて乗った子もいて、皆さん興味津々です。
　また、それぞれに、「本は何冊ありますか？」「どうして移動図書館車を始めた
のですか？」「移動図書館車はどこまで行くのですか？」「仕事は楽しいです
か？」などの質問も寄せてくれました。そして、大型絵本や布絵本を見たり、気に
入った本を一冊ずつ借りたりしました。
　この体験を通して、もっと図書館を身近に感じて、本に親しんでもらえたらと思
います。

今月のおすすめの本

※道路状況・天候により巡回が中止になる場合がございます。
　あらかじめご了承ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
3月8日（水）  菅尾保育園（午前10時15分～）　馬見原公民館（午前11時～）　蘇陽南小学校（午後1時20分～）
　　　　　     馬見原保育園（午後1時30分～）　二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
3月9日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　蘇陽中学校（午後1時～）
　　　　　     そよ風の里ほたる（午後2時～）　蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
3月10日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュ二ティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会場（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　上差尾興梠商店（午後1時50分～）
　　　　　     菅尾コミュ二ティセンター（午後2時30分～）　まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
3月14日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
3月15日（水）  山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
3月22日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　中島南部体育館横（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
3月23日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後3時～）
3月24日（金）  風ノ木（午前10時～）　 浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　 彩雲苑・すみれ（午後2時～）

蘇陽南小学校2年生のみなさん蘇陽小学校2年生のみなさん

御岳小学校2年生のみなさん潤徳小学校2年生のみなさん

★平成29年3月のわくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

図書館でも人気の料理本の中から、注目の一冊をご紹介
します。テレビや雑誌で大活躍の土井善晴さんが提案す
る、「一汁一菜でよい」という考え方の本です。日々の献
立に悩んでいる方から、食のあり方を考えている方まで、
おすすめの一冊です。

「一汁一菜でよいという提案」
土井 善晴 著　
グラフィック社　
NDC596
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第７回

山都塾
　　テーマ：「ふる

さと
の豊
かな

食を受
け継ぐ」

　１月７日、第７回山都塾が「ふるさとの豊かな食を受け継ぐ」を
テーマに、清和保健センターにて開催されました。今回は、清和在
住の県認定「くまもとふるさと食の名人」である藤本於蓮さん、大
濱和代さんを講師に、郷土料理の五目まぜ飯、のっぺ汁、つんきり
団子を作り、小中学生
から大人まで約 40 名

が参加して賑わいました。昼食は自分たちで作った料理を
食べたり、名人から昔のおやつなどの暮らしにまつわる話
をされました。美味しい、楽しい、ひと時となりました。
　次回は、２月 19日の午前９時 30分から、山都町の観光
の未来について、講師を迎え、浜町商店街のまちなか探訪
の予定です。今年度、最後の山都塾ですのでどうぞお楽し
みに !!

〔参考文献〕　1996 平井 信二『木の大百科－解説編－』朝倉書店
　　　　　　2009 清和村史編纂委員会 編『清和村史』
　　　　　　2010 九州ハイランド活性化協議会『山都町巨樹調査票』

山都町の名木【第 16回】

腰越観音のイチョウ
〔樹　高〕約 20 ｍ　　　　　　　　〔幹　囲〕約 3.8 ｍ
〔樹　種〕イチョウ科イチョウ属　　〔指定等〕なし

　町内に所在する名木のなかでイチョウが多くみられますが、それだ
け暮らしと関わりの深い樹木といえます。
　清和地区の腰越にあるイチョウは、幹の付け根や下から「乳瘤」も
しくは「気根」と呼ばれる鍾乳石のような突起がいくつも垂れ下がっ
ています。これはイチョウ独自の特徴で、そのかたちから全国各地で
「母乳の出が良くなる」という信仰の対象になっており、県内でも「下
城の大イチョウ」（小国町・国指定天然記念物）などが知られています。
ここ腰越観音のイチョウでも「チチコブ」と呼ばれ、この皮を煎じて
飲むことにより母乳の出が良くなるという信仰の対象となっていまし
た。このイチョウは雌木ですが、実は雄木に乳瘤が多く認められる傾
向にあるようです。
　イチョウは、種子であるぎんなんが古くから食用として広く賞用さ
れており、咳止めの薬としても使われていました。近年では、葉に含
まれるエキスが脳の血流を活性化させるサプリメントとして注目され
ています。このように生活材としての利用のほか、食用、薬、あるい
は信仰の対象として、イチョウは山都町における営みに欠くことので
きない存在といえるでしょう。

　12月 19日、山都町内の郵便局及び熊本東郵便局との間に「地域における協力に関する協定」を締
結しました。協定の内容は、郵便局の職員が本町内での業務中において、住民等の何らかの異変に気付
いたとき、道路の異状を発見したとき、不法投棄が疑われる廃棄物等を発見したときに、郵便局から役
場の担当部署に通報いただくというものです。緊急を要する場合は、消防署や警察署等へも通報されま
す。この広い山都町にあって、郵便物の配達等、連日町内に出向かれており、町としても、情報提供に
基づいて早急な対応ができるよう連携を図ります。

山都町関係郵便局との
「地域における協力に関する協定」締結について

YOU

YOU

116

＆

vol.

♥

通
信

〜 

12
月
交
流
会
♪ 

〜

　

ク
リ
ス
マ
ス
直
前
の
交
流
会
は
、〝
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
＆
み
か

ん
狩
り
〞
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
は
、3
年
連
続
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

過
去
2
回
と
も
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
縁
起
の
い
い
交
流
会
で
す
。
今

年
も
男
女
が
ペ
ア
に
な
り
、
何
も
つ
い
て
い
な
い
リ
ー
ス
に
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
や
ベ
ル
を
並
べ
て
は
、
首
を
か
し
げ
、
相
談
し
な
が
ら
切
っ
た
り
貼
っ
た

り
・
・
。
そ
れ
で
も
1
時
間
後
に
は
、
ど
れ
も
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
ス
づ
く
り
の
後
は
、
熊
本
市
天
明
町
の
観
光
農
園
に
向
か
い
、
冬
の

果
実
〝
み
か
ん
狩
り
〞
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と
実
の
あ
る
交
流
会
と
な

り
、
一
年
の
締
め
く
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

9 8広報やまと 2017. 2 月号 広報やまと 2017. 2 月号



 

大
舞
台
で
輝
く

　

11
月
27
日
、
日
本
実
業
団
陸
上
競
技
連

合
主
催
の
第
36
回
全
日
本
女
子
実
業
団
駅

伝
、
通
称
「
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
」。
女
子

駅
伝
日
本
一
を
決
め
る
こ
の
大
会
は
「
日

本
最
高
峰
の
駅
伝
」
と
も
呼
ば
れ
、
か
つ

て
日
の
丸
を
背
負
っ
た
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち

も
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

よ
り
舞
台
が
宮
城
県
に
変
わ
り
、
今
回
で

36
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
松
島
町
文
化
観

光
交
流
館
前
か
ら
仙
台
市
陸
上
競
技
場
ま

で
の
６
区
間
、
４
２
．
１
９
５
キ
ロ
で
行

わ
れ
、
今
回
も
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
予

選
会
を
勝
ち
抜
け
て
き
た
14
チ
ー
ム
、
前

回
大
会
の
上
位
８
チ
ー
ム
（
ク
イ
ー
ン
ズ

８
）
の
シ
ー
ド
権
を
持
つ
計
22
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
レ
ー
ス
で
最
初
に

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
の
は
予
選
会
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
創
部
３
年
目
の
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
。
本
大
会
２
回
目
の
出
場
で

成
し
遂
げ
た
初
優
勝
は
今
後
も
語
り
継
が

れ
る
大
会
に
な
る
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
で
優
勝
を
手
に

し
た
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
１
区
（
７
㎞
）

を
任
さ
れ
た
選
手
は
山
都
町
金
内
出
身
の

中
川
京
香
さ
ん
。
矢
部
中
学
校
、
熊
本
信

愛
女
学
院
を
経
て
昨
年
４
月
に
日
本
郵
政

に
入
社
。
入
社
１
年
目
に
し
て
、
初
め
て

の
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
。
そ
れ
も
１
区
。

 

気
持
ち
で
走
り
き
っ
た

　

１
月
16
日
か
ら
山
都
町
へ
帰
郷
し
た

中
川
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
「
予
想
外
で
し
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
も

目
標
は
８
位
入
賞
。
ク
イ
ー
ン
ズ
８
に
入

り
シ
ー
ド
権
を
手
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

だ
か
ら
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
優
勝
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
を
振
り
返
り
、
改
め
て

優
勝
し
た
こ
と
に
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

　
「
１
区
が
上
位
で
襷た
す
き
を
繋
ぐ
こ
と
で

チ
ー
ム
に
勢
い
が
つ
き
ま
す
。
１
区
で
走

る
こ
と
は
日
に
日
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
ま
し
た
。
調
子
が
思
う
よ
う
に
上
が
ら

ず
チ
ー
ム
に
勢
い
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
ス
タ
ー
ト
合

図
後
、
下
位
の
集
団
で
走
り
出
し
ま
し
た

が
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
気
持
ち
で
走
り

き
り
上
位
の
集
団
に
無
事
に
追
い
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
中
川
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
前
に
調
子
が
上
が
ら
ず
苦
し

か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
調

子
が
上
が
ら
ず
悩
み
、
１
区
の
走
り
が
そ

の
後
の
チ
ー
ム
の
順
位
を
左
右
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背

負
い
な
が
ら
苦
し
い
レ
ー
ス
だ
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
２
区
の
鈴
木
選
手
へ
ト
ッ
プ

と
11
秒
差
の
４
位
で
襷た
す
きを
繋
い
だ
こ
と
は

チ
ー
ム
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

 

感
謝
と
決
意

　

１
月
20
日
に
山
都
町
陸
上
競
技
協
会
の

主
催
で
祝
勝
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
矢
部
中
学
校
の
恩
師
も
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

　
「
す
ご
く
良
い
チ
ー
ム
に
入
っ
て
く
れ
た

と
安
心
し
て
い
ま
す
。
熊
本
は
地
震
に
豪

雨
と
災
害
で
昨
年
は
大
変
だ
っ
た
が
、
熊

本
出
身
の
選
手
が
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い

る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
み
ん
な

元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
期
待
し
て
い
ま
す
。」

（
渡
邉
幸
輝
会
長
）

　
「
中
川
京
香
選
手
の
一
番
の
追
っ
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
中
川
京
香
さ
ん

に
出
会
え
た
事
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
支

え
が
あ
る
の
で
、
心
配
せ
ず
思
い
っ
き
り

や
っ
て
ほ
し
い
。」（
荒
牧
浩
一
先
生
）

　

祝
勝
会
で
は
今
大
会
の
ね
ぎ
ら
い
と
心

温
ま
る
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
に
も
一
年
で
成
長
で
き
た
の
は

み
な
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
は
チ
ー
ム
で
優
勝
で
き

た
け
ど
、
個
人
の
成
績
は
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最
終
的
に

は
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
し
ま
す
。」
と
今
後
の

目
標
と
と
も
に
感
謝
の
思
い
を
話
し
た
中

川
さ
ん
。

　

最
後
に
今
後
の
決
意
を
色
紙
に
お
願
い

す
る
と
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す

る
！
」
と
力
強
く
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
応

援
を
追
い
風
に
し
て
更
な
る
活
躍
に
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

中
川　

京
香

中
川　

京
香    

さ
ん
さ
ん

み
な
さ
ん
の
応
援
が

あ
っ
た
か
ら
成
長
で
き
た

金内出身。19歳金内出身。19歳
矢部中学校でジュニアオリンピック陸矢部中学校でジュニアオリンピック陸
上競技大会３，０００ｍ出場上競技大会３，０００ｍ出場
熊本信愛女学院で全国高校総体（イン熊本信愛女学院で全国高校総体（イン
ターハイ）陸上女子３，０００ｍ出場ターハイ）陸上女子３，０００ｍ出場
長崎国体、全国高校女子駅伝を経験し、長崎国体、全国高校女子駅伝を経験し、
平成 28 年度４月に日本郵政へ入社。平成 28 年度４月に日本郵政へ入社。
東京都武蔵野郵便局に勤務。東京都武蔵野郵便局に勤務。

中川京香選手の戦績
2012年
 8/1 全国中学校体育大会
    1,500ｍ　　4分39秒
 10/27 ジュニアオリンピック陸上競技大会
    3,000ｍ　9分52秒76
2014年
 8/3 全国高等学校総合体育大会
    3,000ｍ　9分21秒89
 10/22 国民体育大会
    3,000ｍ　9分23秒96
2015年
  全国高等学校駅伝競走大会
    １区 6㎞　　19分49秒
2016年
 4/1 世田谷陸上競技会
   3,000ｍ 9分39秒58
 4/23 日本体育大学長距離競技会
   3,000ｍ 9分25秒41
 4/30 日本選抜陸上和歌山大会
   5,000ｍ 16分38秒97
 5/22 東日本実業団陸上競技選手権大会
   3,000ｍ 9分22秒83
 7/7 ホクレンディスタンスチャレンジ深川大会
   3,000ｍ 9分19秒02（自己新）
 7/11 ホクレンディスタンスチャレンジ網走大会
   5,000ｍ 16分01秒16（自己新）
 10/23 全日本実業団対抗女子駅伝予選会
  （プリンセス駅伝in宗像・福津）
   ５区 10.4㎞ 35分30秒（区間賞）
 11/27 全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
  （クイーンズ駅伝in宮城）
   １区 7㎞ 22分01秒（4位）
 12/3 日本体育大学長距離競技会
   5,000ｍ 15分48秒44（自己新）
2017年
 1/15 全国都道府県対抗女子駅伝大会
   ９区 10㎞ 33分15秒（14位）

祝勝会では優勝を祝う横断幕や中川さんへケーキがプレゼントされました。
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まちの話題

　12月4日、浜町体育館にて第４回山都町AJTA（玉
入れ）大会が開催されました。この競技はチーム対抗
戦（１チーム４～６人）となっており、４分間の間に、100
個の玉を高さ４メートル（小学生は約3メートル）のかご
へ入れ終わる速さを競うシンプルなルールです。
　当日は、町内外問わず参加があり小学生から大人ま
で１８チームの参加がありました。各チームとも試合を
重ねるごとに上達していき、白熱した対戦が繰り広げら
れ大いに盛り上がりました。結果は左記のとおりです。

　1月20日、蘇陽小学校の1年2年3年生を対象とした「スケート教室」を菊陽町にあるアスパで、4年5年6年生を対象とし
た「スキー教室」を五ヶ瀬スキー場で開催されました。これは、学校行事として毎年行われています。
　スケート教室では、最初にインストラクターの方からスケート靴のひもの結び方、歩き方や転び方まで丁寧に教えてもら
いました。初参加の1年生は、恐る恐る滑りはじめましたが、すぐに慣れ、転んでもにこにこ笑顔いっぱいで、あっという間
に上手に滑りました。
　スキー教室では、強風の中でしたが、初めての子どもたちはインストラクターの方からスキー指導を受け、午後からは
全員が自由に滑りました。
　また、10名の保護者がインストラクターの一人として子どもたちへのスキー指導やコース内のパトロール等を行いなが
ら、終日スキーを楽しみました。

上手に滑れたよ

第４回山都町　AJTA（玉入れ）大会

　1月15日、通潤橋前の田んぼで浜Ａ自治振興会主催のどんどやが行
われました。午後1時を合図に点火されると、勢いよく一気に燃え上がり、
燃えた竹がはじける音が周囲に響き渡りました。会場ではぜんざいなど
も振舞われ、思い思いに楽しまれていました。
　また、同日は道の駅「通潤橋」祭も行われ、地域住民の方をはじ
め、観光に訪れた方も足を止め、勢いよく燃え上がるどんどやに見入っ
ていました。
　浜Ａ自治振興会会長は「このどんどやは熊本県と山都町の復興を願
い、通潤橋の一日でも早い復旧を願いが込められている」と話されました。

復興願って

　1月30日、伊藤一善さん（矢部地区下馬尾在住）から絵画寄贈に伴
い本町より感謝状が贈呈されました。寄贈された絵画は、平成27年度
ハートアートコミュニケーション精鋭作家展において熊本県知事賞を
受賞した「白孔雀・春」で役場本庁舎2階の応接室に飾られています。
　「白孔雀」は羽を広げた美しい様子に魅了され、熊本市動植物園に
通いながらスケッチや観察を繰り返し、昨年の2月ごろに完成されたも
のです。「白い羽に奥行きや質感を出すのが難しかった。ぜひ、たくさ
んの町民の方に見ていただきたい」と伊藤さんは話されました。

絵画寄贈に感謝状

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニティ助成事業によ
り、中島東部自治振興会に音響機器、法被等が整備され、仏原地区には太鼓
の張替え等の整備が行われました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財
源として実施しているコミュニティ助成事業で、財団法人自治総合センターが
助成決定を行っています。
　この事業により、更なる中島東部自治振興会並びに仏原区の活性化が期
待されます。

宝くじ助成事業でコミュニティ活動備品を整備

AJTA（玉入れ）大会成績表（一般の部）
順位             チーム名     決勝タイム　最速タイム（各チーム）
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
１０位
１１位
１２位
１３位
１４位

浜A体協
蘇陽南小　剛と卓也がいない
熊本おひま会
華の？９２年生まれ
チーム ＳＯＮＯＤＡ ｂｒｏｔｈｅｒｓ
残像コーポ
ＡＪＴＡ九州熊本
チームそよ風
三栄Ａチーム
矢部ＦＣ
役場ユース部
チームほたる
チームすまいる
山都町スポーツ推進委員（オープン参加）

１分０４秒
１分１８秒
１分３２秒
１分５２秒

57秒
45秒
１分１７秒
１分２８秒
１分５３秒
１分４４秒
１分３９秒
２分１３秒
２分２５秒
２分３０秒
２分３４秒
２分１６秒
３個残り
１分３６秒

AJTA（玉入れ）大会成績表（学生の部）
順位             チーム名     決勝タイム
１位
２位
３位
４位

矢部FCジュニア　B
矢部FCジュニア　ガールズ
矢部FCジュニア　A
山都ガールズ

１分０３秒
１分２２秒
１分２６秒
３分００秒

※決勝戦は予選、準決勝を勝ち上がった上位４チームで争われ、
その他チームについては最終試合の結果で順位を決定しています。

※今大会最速

中島東部自治振興会

仏原区
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引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

○住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、
　国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録など

につながる大切な手続です｡

○住民の皆様に送付している　○身分証明書となる
　マイナンバーの｢通知カード｣　「マイナンバーカード」
　　　　　　　　　　　　（おもて面）　　　　（個人番号カード）（おもて面）

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。

市区町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です！
（法律上の義務です）

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、
◆住民票の異動の届出を！　　　 ◆マイナンバーの｢通知カード｣､
　（転出届、転入届、転居届等）　　 　｢マイナンバーカード｣､
　　　　　　　　　　　　　　　 　　（個人番号カード）
　　　　　　　　　　　　　　　 　｢住民基本台帳カード｣
　　　　　　　　　　　　　　　 　の住所変更の届出も
　　　　　　　　　　　　　　　 　お忘れなく！

◎他の市区町村に転出・転入される場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出

◎同一の市区町村内で転居される場合
[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村

※詳しくは、お住まいの市区町村
　の窓口へお問合せください。

（正当な理由がなく住民票の
異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処され
ることがあります。）

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

５件　（１件）

１件　（２件）

平成２８年12月中

平成 29年熊本県警察運営方針
『県民の期待と信頼に応える強い警察』
～安全で安心して暮らせる熊本の実現～

山都警察署の取組～基本方針～

　「『安全・安心くまもと』実現計画 2017」は、平成 29 年の熊本県警の業務の方
針や方向性を示すものです。
　平成 28年からの大きな変更は、重点課題が「高齢者の安全確保」から「子供・女性・
高齢者の安全と安心の確保」「被災地の安全と安心の確保」に改められた点です。

◎　重点課題～『子供・女性・高齢者の安全と安心の確保』
　　　　　　　『被災地の安全と安心の確保』
◎　実施期間～平成 29年 1月 1日から同年 12月 31日までの一年間
◎　推進施策
　①　犯罪の起きにくい社会づくり
　②　県民生活を脅かす犯罪の取締り
　③　交通の安全と円滑の確保
　④　災害・テロ等緊急事態への対処態勢の充実
　⑤　県民の要請に応える取組と強い組織づくりの推進

「『安全・安心くまもと』実現計画２０１７」「『安全・安心くまもと』実現計画２０１７」

管内人口の 42 ㌫を占める高齢者及び被災地域住民が、「交通
事故にあわない」、「振り込め詐欺にあわない」、「災害にあわな
い」ための活動を推進します

子供や女性が被害者となり得る人身安全関連事案の未然防止活
動と発生時の早期検挙、更には被災者に寄り添った各種警察活
動を図り、『安全・安心な山都町の実現』を目指します。
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「輝く !! みんなでつくる『山の都』のものがたり」を合い言葉に、みんなでまちづくりを進めていきましょう！
町民の皆様の多数のご来場をお待ちしています。 主催：山都町

（問い合わせ先：山の都創造課　72-1158）

　山都を彩る春の花がみなさんを待っています。４つのコースから自
分の健脚度にあったコースを選んで散策。美しい自然の中で爽やかな
汗を流し、心も体もリフレッシュしましょう！

～ 第 12回 日向往還歴史ウォーク in 山都町　４つのコース ～

申込方法
直接申込 申込書と参加料を直接申し込み先に持参してください。

郵便振替による申込 パンフレットに付属の払込取扱票（参加申込書）に必要事項を記入の上、
最寄りの郵便局で参加料を振り込んでください。

※パンフレットは各道の駅、山都町役場本庁及び各支所に配置しています。

申込期限　３月11日（土）まで
３月１８日（土）は宮崎県五ヶ瀬町で「日向往還歴史ウォーク in 五ヶ瀬」が開催されます。
詳しくは五ヶ瀬町企画課（℡０９８２－８２－１７１７）までご連絡ください。

問い合わせ先・申し込み先
日向往還歴史ウォーク実行委員会　【山都町観光協会内（道の駅通潤橋）】
　　　山都町下市 182-2　　電話 72-3855　　FAX 72-3853　　HP http://yamato-tour.org

日向往還歴史ウォーク日向往還歴史ウォーク

コース：  馬見原 ⇒ 幣立神宮 ⇒ 山屋トンネル ⇒ 通潤橋
【参加費】大人 2,500 円　小学生以下 2,000 円　※当日申込不可
【集合・出発場所】　馬見原交流広場　　【受付】　8：00から 8：40まで　　【スタート】　9：00
　☆ 通潤橋に到着（ゴール）後、シャトルバスにて集合場所へ移動。（12：30より順次運行）
【解散時刻】　16：30

コース：  通潤橋 ⇒ 金内橋 ⇒ 赤子谷の石畳 ⇒ 鼎春園（御船町）
【参加費】大人 2,500 円　小学生以下 2,000 円　※当日申込不可
【集合・出発場所】　通潤橋（道の駅通潤橋）　　【受付】　8：00から 8：40まで　　【スタート】　9：00
　☆ 鼎春園に到着（ゴール）後、シャトルバスにて集合場所へ移動。（12：30より順次運行）
【解散時刻】　16：30

【参加費】大人 2,000 円　小学生以下 1,500 円　※当日申込不可
【集合・出発場所】　馬見原交流広場　　【受付】　9：00から 9：40まで　　【スタート】　10：00

【参加費】大人 2,000 円　小学生以下 1,500 円　※当日申込可能（参加費同額）
【集合・出発場所】　通潤橋（道の駅通潤橋）　　【受付】　8：00から 8：40まで　　【スタート】　9：10

◇2017年 3月19日（日）◇

◇2017年 3月20日（月・祝）◇

めざせ通潤橋コース　 約 23 ㎞（約６時間半）　定員400名（先着順）　健脚度　★★★★★

めざせ鼎春園コース　 約 20 ㎞（約５時間半）　定員300名（先着順）　健脚度　★★★★☆

馬見原ご利益巡りコース　約３㎞（約２時間）　定員200名（先着順）　　健脚度　★★☆☆☆

浜町周遊・阿蘇家散策コース 約７㎞（約４時間半）定員100名（先着順）健脚度  ★★☆☆☆
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小
規
模
事
業
者
向
け
所
得
税
・
消
費
税

個
別
相
談
窓
口
（
無
料
相
談
）

　

山
都
町
商
工
会
で
は
、
所
得
税
・
消
費
税

の
個
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

対
象
は
、
町
内
の
小
規
模
事
業
者
（
従
業
員

20
名
以
下
の
商
工
業
者
）
の
方
で
、
相
談
料

は
無
料
で
す
。
商
工
会
員
以
外
の
方
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
時
間
は
、
お
ひ
と
り
様
30
分

程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
各

相
談
会
場
（
商
工
会
本
所
ま
た
は
支
所
）
ま

で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
会
本
所
（
下
市
３
３
）

　

２
月
17
日
㈮
、
24
日
㈮

　

３
月
２
日
㈭
、
14
日
㈫

　
（
担
当
）
緒
方　

誠
一　

税
理
士

▼
商
工
会
清
和
支
所
（
大
平
３
５
２

－

１
）

　

２
月
28
日
㈫
、
３
月
９
日
㈭
、
17
日
㈮

　
（
担
当
）
緒
方　

誠
一　

税
理
士

▼
商
工
会
蘇
陽
支
所
（
馬
見
原
１
１
８

－

３
）

　

３
月
３
日
㈮
、
13
日
㈪
、
17
日
㈮

　
（
担
当
）
宮
本　

隆　

税
理
士

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

ま
で
（
相
談
時
間
30
分
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
会
本
所　
　
　
（
72

－

０
１
８
６
）

　

商
工
会
清
和
支
所　
（
82

－

２
０
１
７
）

　

商
工
会
蘇
陽
支
所　
（
83

－

０
０
３
７
）

お
し
ら
せ
版

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

３
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
10
日
㈮

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

千
寿
苑

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

平
成
28
年
度
肝
炎
サ
ロ
ン
開
催

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ
の
ご
家

族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ
る
方
の
た
め
の
情

報
交
換
の
場
で
す
。
肝
臓
の
病
気
に
対
す
る

疑
問
や
治
療
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
、

ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
費
は
無
料
で
事
前
の
申
込
み
も
不
要

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
及
び
会
場

▽
２
月
27
日
㈪

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー　

医
療
研
修
セ

ン
タ
ー

▽
２
月
28
日
㈫

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

山
崎
記
念
館

▽
３
月
３
日
㈮

　

天
草
地
域
健
診
セ
ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

▽
３
月
７
日
㈫

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー　

講
堂

▽
３
月
９
日
㈭

　

熊
本
労
災
病
院　

中
央
診
療
棟
５
階
会
議
室

※
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
７
８
３
）

　

健
康
福
祉
課　
（
72

－

１
２
９
５
）

震
災
見
舞
い
色
紙
展
の
開
催

　

兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議
会
と
熊
本
県
美
術

家
連
盟
で
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
多
く
の
方
々
を
芸
術
文
化
の
力
で
癒
し
励

ま
す
た
め
、
会
員
創
作
の
色
紙
展
を
熊
本
市

の
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
た
色
紙
の
十
数
点
が
山
都
町
へ

寄
贈
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
展
示
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
し
た
色
紙
は
希
望
者
へ
先
着

順
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間
・
場
所

▽
２
月
16
日
㈭
〜
27
日
㈪

　

中
央
公
民
館

▽
２
月
28
日
㈫
〜
３
月
10
日
㈮

　

本
庁
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
「
一
部
損
壊
」

世
帯
に
対
す
る
義
援
金
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
で
住
家
が
被
災
さ
れ
た
方
で
被

害
の
状
況
が
「
一
部
損
壊
」
で
、
被
災
住
家

の
修
理
に
１
０
０
万
円
以
上
を
支
出
さ
れ
た
世

帯
の
義
援
金
申
請
書
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
申
請
書
（
役
場
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

▽
り
災
証
明
書

▽
領
収
書

▽
修
理
内
容
、
金
額
の
内
訳
の
わ
か
る
見
積

書
や
明
細
書
な
ど
（
ど
の
部
分
に
い
く
ら

か
か
っ
た
か
分
か
る
も
の
）

▽
義
援
金
振
込
先
の
預
貯
金
通
帳
（
罹
災
証

明
書
に
記
載
の
世
帯
主
本
人
の
も
の
）

▽
印
鑑

▼
対
象
の
範
囲

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
部
分

の
修
理

▼
対
象
の
工
事
箇
所
・
部
分

▽
屋
根
、
柱
、
床
、
外
壁
、
基
礎
な
ど

▽
ド
ア
、
窓
等
の
開
口
部
（
ガ
ラ
ス
・
鍵
の

交
換
も
含
む
）

▽
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
配
管
、
配
線
、

給
排
気
設
備
（
換
気
扇
な
ど
）

▽
衛
生
設
備
（
便
器
、
浴
槽
な
ど
）

※
壊
れ
て
い
な
い
場
合
の
取
り
替
え
は
対
象

外
で
す
。

▼
対
象
外
の
工
事
箇
所
・
部
分

▽
内
装
（
間
仕
切
り
紙
、
壁
紙
、
天
井
の
仕

上
げ
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
畳
な
ど
）

▽
外
構
（
門
、
車
庫
、
塀
、
柵
な
ど
）

▽
家
電
製
品

▼
申
請
期
間

２
月
13
日
㈪
か
ら
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

「
予
定
」

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　
　
　　
（
72

－

１
２
２
９
）

　

清
和
支
所
健
康
福
祉
係
（
82

－

２
１
１
１
）

　

蘇
陽
支
所
健
康
福
祉
係
（
83

－

１
１
１
１
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
罹
災

証
明
書
の
申
請
期
限
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
熊
本
地
震
に
係
る
罹
災
証
明

書
の
申
請
期
限
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

３
月
31
日
㈮
ま
で

※
「
一
部
損
壊
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

現
地
調
査
を
希
望
さ
れ
る
方
（
半
壊
以
上
）

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
物

　

印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

※
４
月
１
日
以
降
の
一
部
損
壊
の
罹
災
証
明

相

談

窓

口

お

知

ら

せ

書
の
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
被
害
写
真
ま

た
は
写
真
デ
ー
タ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

就
学
援
助
費
制
度
の
お
知
ら
せ

　

山
都
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
及
び

中
学
校
に
お
け
る
義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
及
び
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
・
修
学
旅
行
費
・

給
食
費
・
医
療
費
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
援
助
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

　

山
都
町
に
住
所
を
有
し
、
山
都
町
立
の

小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
で
、
申

請
書
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
す
る
保
護
者
。

▼
申
請
方
法

　

申
請
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
各
学
校

に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
書
と

必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
通
学
す
る
学
校

が
指
定
す
る
日
ま
で
に
、
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
つ
い
て

は
、
入
学
す
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
学
を
す

る
学
校
へ
２
月
24
日
㈮
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

各
学
校

学
校
教
育
課
（
72

－

０
４
４
３
）

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

個
人
や
会
社
で
農
業
や
商
工
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
場
合
、
事
業
用
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
（
構
築
物
、
機

械
、器
具
、備
品
な
ど
）
は
償
却
資
産
と
な
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
資
産
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
の

所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
設
備
を
設
置
さ
れ
た
方
は

家
屋
の
屋
根
や
土
地
等
に
設
置
さ
れ
た
太
陽

光
発
電
設
備
は
個
人
の
住
宅
用
の
10 

kw
未
満

を
除
き
、
売
電
事
業
に
分
類
さ
れ
、
償
却
資

産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
10 

kw
未
満
で
も
全
量
売
電
の
場
合
は
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
１
月
が
申
告
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お
早

め
に
申
告
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
内
容

平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し
て
い

る
資
産
の
名
称
、
種
類
、
取
得
年
、
取
得

価
額
（
※
取
得
価
額
と
は
、
資
産
購
入
時

に
支
払
っ
た
金
額
の
こ
と
で
、
引
取
運
賃

費
や
設
置
費
用
な
ど
、
そ
の
資
産
を
購
入

し
て
か
ら
使
用
で
き
る
状
態
に
す
る
ま
で

に
必
要
と
し
た
費
用
を
含
み
ま
す
）

▼
提
出
書
類  

ア　

償
却
資
産
申
告
書　

イ　

種
類
別
明
細
書　

ウ　

償
却
資
産
（
減
価
償
却
）
台
帳

※
ウ
に
つ
い
て
は
任
意
の
台
帳
を
作
成
さ
れ

て
い
る
方
。

※
申
告
用
紙
は
本
庁
税
務
住
民
課
ま
た
は
各

支
所
税
務
住
民
係
の
窓
口
に
用
意
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
山
都
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
住
民
課　
　
　　
（
72

－

１
１
２
８
）

清
和
支
所
税
務
住
民
係
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
支
所
税
務
住
民
係
（
83

－

１
１
１
１
）

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
事
業
で
は
、
６
月
か
ら
10
月
の

約
５
ヶ
月
間
で
現
地
調
査
を
行
い
、
土
地
所
有

者
や
利
害
関
係
人
、
推
進
委
員
が
現
地
で
立
ち

会
い
地
目
や
境
界
等
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

地
権
者
の
皆
様
に
は
調
査
前
に
筆
界
の
伐

採
作
業
や
目
印
竹
の
設
置
な
ど
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象
の
方
に
は
事
前
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
調
査
予
定

次
年
度
の
調
査
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
調
査
区
域
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
29
年

矢
部
地
区　

城
原
の
一
部
、
畑
の
一
部
、

城
平

清
和
地
区　

郷
野
原
の
一
部

蘇
陽
地
区　

上
差
尾
の
一
部
、
大
見
口
の

一
部

▽
平
成
30
年

矢
部
地
区　

入
佐
の
一
部

清
和
地
区　

郷
野
原
の
一
部

蘇
陽
地
区　

上
差
尾
、
馬
見
原
、
滝
上
の

未
調
査
地
区

調
査
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
籍
調
査
課
（
82

－

２
１
１
７
）

献

血

の

お

願

い

　

町
の
献
血
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
つ
も

温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
の
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
血
液
は
、
未
だ
人
工
的
に
造
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
血
液
は
生

き
た
細
胞
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

輸
血
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
日

　

２
月
17
日
㈮

▼
場
所

　

山
都
町
役
場
本
庁
正
面
玄
関
前

▼
受
付
時
間

▽
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
１
時

▽
午
後
２
時
15
分
〜
午
後
４
時

※
献
血
は
４
０
０
㎖
献
血
の
み
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
献
血
を
受
け
ら
れ
る
患
者

さ
ん
や
献
血
者
の
た
め
に
、
献
血
を
ご
遠

慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

平
成
29
年
山
都
町
消
防
団
出
初
め
式

　

次
の
期
日
で
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
５
日
㈰　

午
前
８
時
〜

▼
場
所

　

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時 

矢
部
中
学
校

体
育
館
）

▼
内
容

通
常
点
検
、
放
水
競
技
（
全
14
分
団
）、
幼

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

春
季
全
国
火
災
予
防
週
間
に
つ
い
て

　

全
国
一
斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
次
の

期
日
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
火
を
使
う
機
会
が
増
え
、
さ

ら
に
空
気
が
乾
燥
す
る
な
ど
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取

扱
い
に
は
注
意
し
、
山
都
町
か
ら
火
災
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間

　

３
月
１
日
㈬
〜
３
月
７
日
㈫

▼
住
宅
火
災
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す

■
４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る

▽
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

イ

ベ

ン

ト
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大型ごみ収集のお知らせ
　家庭で不用になったり、使えなくなった農機具、タイヤ、バッテリー、ソファーベッド（ス
プリング入）など町が行う粗大ごみの収集に出すことができないものの収集を行います。処
理費用は個人負担（処理単価表を参照）となりますが、ぜひご利用ください。
なお、高齢者等の世帯や車がない世帯など、どうしても会場まで持って来ることができない
場合は、戸別収集（出張料：1,000 円）を実施しますので、希望される方は３月２日（木）
までに以下の連絡先までご連絡をお願いします。（会場に直接持ち込まれる場合は連絡の必
要はありません）＊戸別収集は、矢部地区だけです。（先着 10名）
　※　薬品、液体類、事業所からの持込はお断りします。

◎　期　　　日　３月12日（日）
◎　時　　　間　午前９時から午前11時まで
◎　場　　　所　千寿苑駐車場
◎　連　絡　先　小峰クリーンセンター（８２－３２９７）
　処　理　単　価　表　（平成28年度参考）

品　名 単位 単価（税込） 品　名 単位 単価（税込）

トラクター　耕運機
トレーラーボディー
コンバイン　バインダー
田植機　脱穀機
バイク（50cc原付）

台 無料

※ただし、機
械の性状等に
より、有料と
なる場合もあ
ります。

タイヤ（普通車） 本 500

タイヤ（大型車） 本 1,000

廃プラスチック kg 40

木くず kg 20

バッテリー 個 トイレ便器 個 500

給油ボイラー 基 ソファーベッド（スプリング入り） 床 3,000

空ドラム缶（200ℓ）
ビニールハウスパイプ 本

太陽熱温水器 基 3,000

瓦くず Kg 16

＜家電４品目を持ち込みされる場合＞
　家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）については事前
にメーカーを確認し、３月 10日（金）までに郵便局でリサイクル券を購入し、領収書等を
切り離さずに会場に持参して下さい。（リサイクル券を購入されていない場合は受取りがで
きません）

家電４品目 数量 単位 運送料
(当日支払） リサイクル券 合　計

エアコン 1 台 500円 約2,625円 約3,125円

テレビ 1 台 500円 約2,835円 約3,335円

冷蔵庫・冷凍庫 1 台 500円 約4,830円 約5,330円

洗濯機・衣類乾燥機 1 台 500円 約2,520円 約3,020円

※ リサイクル料金はメーカーによって一部異なることがあります。
※ 家電４品目は処理の関係で運送料（500円）が別途掛かります。

平成 28年度山都町簡易水道量水器検針業務委託者募集
　以下のとおり、山都町簡易水道量水器（メーター器）の検針員を募集します。

１ 募 集 人 員
①清和地区検針員２名（１区：量水器 380個程度、２区：量水器 300個程度）
②蘇陽地区検針員３名（１区～３区：それぞれ量水器 470個程度）
　※いずれの地区も男女不問

２ 業 務 内 容

①検針担当地区内の水道メーター器の検針及び検針票の交付（毎月末日に担当地区
の役場支所で検針用ハンディカムを受け取り、翌月１日～４日の間に担当地区内
の水道メーター器の検針を行う。５日目に検針用ハンディカム及び検針結果報告
書を担当地区の役場支所に提出する。実働６日程度。）

②水道加入者へ各種文書等の配布（不定期。ただし①の検針業務と同時に実施。）

３ 応 募 要 件

①年　齢　・平成 29年４月１日時点で、20歳以上 65歳未満の方。
②資　格　・山都町住民基本台帳に登録され、山都町内に居住している方。
　　　　　・町税、保険料、使用料その他各種負担金を滞納していない方。
　　　　　・応募者及び応募者の家族に暴力団員がいない方。
　　　　　・原動機付自転車以上の運転免許証を所持し、検針業務に必要な原動機付

自転車または軽四輪車両を保有（家族所有、購入予定も可）している方。
③条　件　・３月７日（火）の面談 ･ 公開抽選日及び３月 15 日（水）から３月

31日（金）までのいずれか４日間程度事前講習会に参加可能な方。
　　　　　・契約期間の３年間、検針業務の継続が可能な方。
　　　　　・連絡可能な携帯電話を所有の方。
④その他　・業務には個人情報が含まれますので、守秘義務が課せられます。
　　　　　・自動車の燃料代等一切の費用は、６に記載の委託料に含まれます。

４ 応 募 方 法

以下の書類等を、検針希望地区の支所農林建設水道係にご持参ください。
（注：郵送は不可とします。）
【提出書類・持参物】
①履歴書（市販されている様式で可）※履歴書の本人希望欄に、希望の検針地区
（清和、蘇陽のいずれか）を記入してください。
②運転免許証の写し
③検針業務に使用する軽四輪車両の車検証と任意保険証券の写し（原動機付自転
車を使用する場合は自賠責保険証明書の写し）
④印鑑 ※町税等滞納有無確認のための照会同意書作成のため

５ 募 集 期 間 ２月９日（木）から２月 28日（火）午後５時 15分まで

６ 委 託 料 等 量水器検針１個当たり 120円（すべての経費を含む）※支払いは検針月の月末。
（計算例）ひと月 380個検針した場合、380個× 120円＝ 45,600 円

７ 契 約 期 間 平成 29年４月１日から平成 32年３月 31日までの３年間

８ 選 考 方 法
清和、蘇陽地区いずれも、以下の日時と場所で面談・公開抽選により決定します。
　面談 ･公開抽選日時：３月７日（火）午後１時 30分
　面談 ･公開抽選場所：蘇陽支所農林建設水道係隣　会議室

９ 書類提出・
　 問い合わせ先

【清和地区】
　〒 861-3811　山都町大平 385番地
　　清和支所農林建設水道係（８２－２１１１）
【蘇陽地区】
　〒 861-3913　山都町今 500番地
　　蘇陽支所農林建設水道係（８３－１１１１）
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平成 28年分「所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人事業者の消費税」

熊本東税務署申告相談会場について
　税務署が開設する申告相談会場及び税理士会による確定申告無料相談会場等は、次のと
おりです。
【申告相談会場】
　火の国ハイツ（熊本市東区石原２丁目２-28［県民総合運動公園入口］）
※熊本東税務署内では申告相談は行いません。

【申告相談期間】
　平成 29年２月 16日（木）～３月 15日（水）（ただし、土、日曜日は除く。）
　（注）２月 19日（日）及び２月 26日（日）に限り、日曜日も申告相談を行います。
【相談受付時間】
　午前９時から 午後４時まで

【申告相談会場地図】

　申告相談会場は大変混雑しますので、申告書は、国税庁ホームページで作成・印刷して
郵送等での提出が、「簡単」で「便利」です。

【問い合わせ先】熊本東税務署（電話０９６- ３６９- ５５６６）※自動音声案内

青色申告を始めましょう！青色申告を始めましょう！
　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、平成 29年３月 15日までに、最寄
りの税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。
　この申請を行えば、平成 29年分の所得から、青色申告を行うことができます (申告
時期は平成 30年２～３月 ) 

なお、政府の農林水産業・地域の活力創造本部において、青色申告を行っている
農業者を対象とした収入保険制度の導入が決定されました。

　＜収入保険制度の補塡方式＞

　　（注）５年以上の青色申告実績がある者が、補償限度９割（保険方式＋積立方式）を選択した場合

　お問い合わせ先
農林水産省

　　　　　　九州農政局熊本県拠点地方参事官室
　　　　　　096-300-6020 又は 096-300-6024
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平成 29年度（平成 28年分）
町県民税・国民健康保険税の申告相談について
　山都町が開設する申告相談会場及び日程等は次ページのとおりです。職員数の減少や災害関連の申
告の影響等により、本年度から日程や地区名の表記等を大幅に変更しました。期間の後半になると大
変混雑しますので、できる限り指定された期日・地区（申告会場）にご来場ください。

　住民の皆さまには、ご不便をお掛けしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
１．申告について
　●　申告が必要な方
　　　申告が必要な方は、平成２９年１月１日現在、山都町内に住所がある方で前年中に
　　　・営業、農業、不動産、配当などの所得があった方
　　　・給与所得者でその他の収入があった方
　　　・日雇い、パート、アルバイトなどの収入があった方のうち、年末調整をしていない方
　　　・公的年金受給者で、社会保険料などの控除を受ける方やその他の収入があった方
　　　・医療費控除、雑損控除または寄附金控除などの各種控除を受けられる方　など
　●　申告の必要がない方
　　　次に該当する方は、申告の必要はありません。
　　　・所得税および復興特別所得税の確定申告書を税務署へ提出した方
　　　・収入が給与のみで、勤務先において年末調整を済ませた方
　　　・収入が公的年金のみで、所得控除の必要がない方
　　　・平成28年中の収入が全くなかった方のうち、どなたかの税上の扶養に入っている方 など
２．申告に必要なもの
　●　印鑑
　●　収入を証明できるもの
　　　・給与所得や公的年金所得の方は、源泉徴収票または給与支払者の証明書など
　　　・事業所得がある方は、収支内訳書などの収入や必要経費等を確認できる書類など
　●　所得から控除する額を確認できるもの
　　　・国民年金保険料、農業者年金、生命保険料、地震保険料等の控除証明書など
　　　・医療費控除を受ける方は、医療費の領収書や補てん金（保険金等）を確認できる書類など
　　　・寄附金控除を受ける方は、寄附金の領収書など
　　　・災害により住宅や家財に被害を受けた方は、り災証明書や雑損控除の計算書など
　●　所得税の口座振替納付や還付申告をされる方
　　　・本人の銀行、農協、郵便局等の通帳及び届出印
　●　マイナンバー関係
　　　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成 28年分以降の確定申告書等の提出の

際には、「マイナンバーの記載」及び「本人確認書類の提示又は写しの添付」が必要となります。
　　　【マイナンバーカードをお持ちの方】
　　　マイナンバーカードのみで、本人確認（番号確認及び身元確認）が可能です。
　　　【マイナンバーカードをお持ちでない方】※下記の①+②が必要です。
　　　①番号確認書類 ･･･ 通知カード、住民票の写し（マイナンバー記載有）などのうちいずれか１つ
　　　②身元確認書類 ･･･ 運転免許証、健康保険証、源泉徴収票　　　　　　などのうちいずれか１つ
３．平成 28年分農業申告用基準価格

米　（１俵６０㎏）　　　　１２,８４０円
そ菜（６歳以上１人あたり）１１,５００円

４．太陽光発電等による売電収入について
　太陽光発電設備等による売電収入については、事業用か家庭用か、また、余剰売電（発電した電気
を自宅で使用し、その余りを売却）か全量売電（発電した電気の全てを売却）かを問わず申告してい
ただく必要があります。該当される方は、下記の書類等をご用意の上、申告会場へご来場ください。
　【売電収入の申告の際に必要なもの】
　　　・平成２８年１月～１２月までの売電の明細書、総発電量（モニター等で確認）がわかるもの
　　　・発電設備の購入費や補助金等を確認できる書類　など

問い合わせ先　税務住民課　課税係　TEL72-1128

平成28年分　住民税・国民健康保険税申告相談　日程表

期日 曜日 受付時間 矢 部 地 区 清 和 地 区 蘇 陽 地 区
矢部保健福祉センター千寿苑 清和支所研修センター 蘇陽総合行政センター

2月15日 水 9:00～11:30 轟　大川町　水道町 大川（1組・2組） 長崎（全地区）13:00～15:30 旧会所　仲町　浦川 大川（3組・4組・5組）

2月16日 木 9:00～11:30 下馬尾　下大川 大川（6組・7組・8組） 馬見原（新町　大正町）13:00～15:30 千滝 平野

2月17日 金 9:00～11:30 新町　中尾 仁田尾（全地区） 馬見原（上記を除く地区）13:00～15:30 下市　片平 鶴底
2月20日 月 9:00～11:30 上司尾　寺川 川口（下組・下中組） 滝上（全地区）★税理士来町 13:00～15:30 杉木 大野 梅木 布田 桐原 川口（上中組・上組）
2月21日 火 9:00～11:30 金内 井無田（全地区）　長成 白石　神ノ前
★税理士来町 13:00～15:30 田小野　上鶴　原 東緑川 大野　方ヶ野
2月22日 水 9:00～11:30 税理士相談日 郷野原（全地区） 柳井原
★税理士来町 13:00～15:30 牛ケ瀬　大矢 塩原
2月23日 木 9:00～11:30 瀬峰　柚木 楢原　小中竹 塩出迫
★税理士来町 13:00～15:30 三ヶ　葛原 木原谷 米迫　八木
2月24日 金 9:00～11:30 北川内 猿渡囲 藤木 米生 菅尾（全地区）★税理士来町 13:00～15:30 勢井 高須 荒谷 名ヶ 白小野 仮屋

2月27日 月 9:00～11:30

※この期間中、
　千寿苑では申告受付を
　行いません。

安方　高月 今（全地区）
13:00～15:30 尾野尻 二瀬本　柏

2月28日 火 9:00～11:30 栃原　猪尾 花上
13:00～15:30 小峰　貫原 橘　高辻　下山

3月1日 水 9:00～11:30 西緑川 高畑　東竹原　柳
13:00～15:30 鎌野　市の原 長谷　伊勢

3月2日 木 9:00～11:30 仏原　須原住宅 玉目　二津留
13:00～15:30 須原　和の杜 大見口　上差尾

3月3日 金 9:00～11:30 予備日（午前中のみ） 予備日（午前中のみ）

3月6日 月 9:00～11:30 上川井野 川野 田所 麻山

※この期間中、
　清和支所では申告受付を
　行いません。

※この期間中、
　蘇陽支所では申告受付を
　行いません。

13:00～15:30 下川井野 野尻 男成 小笹 成君

3月7日 火 9:00～11:30 畑前田　畑　入佐
13:00～15:30 山田 市原 長田 芦屋田 南田

3月8日 水 9:00～11:30 白一
13:00～15:30 白二　白三

3月9日 木 9:00～11:30 下名連石
13:00～15:30 御所　黒川

3月10日 金 9:00～11:30 北中島１・２区
13:00～15:30 牧野　谷山　万坂

3月13日 月 9:00～11:30 島木13:00～15:30

3月14日 火 9:00～11:30 予備日13:00～15:30
3月15日 水 9:00～11:30 予備日（午前中のみ）

税理士
相談日

★熊本地震及び豪雨災害により住宅や家財に被
害を受けられた方で、雑損控除の計算が済んで
いない方などは、右の期日にご来場ください。

矢 部 地 区 2月20日(月)～24日(金)
清 和 地 区 2月21日(火)、22日(水)
蘇 陽 地 区 2月21日(火)、22日(水)

★上記の方以外
（消費税申告及び山林・株・不動産等を
　譲渡、売買された方など）

矢 部 地 区 2月22日(水)
清 和 地 区 2月21日(火)、22日(水)
蘇 陽 地 区 2月21日(火)、22日(水)

※期間の後半になると大変混雑しますので、できる限り指定された期日･地区（申告会場）にご来場ください。
※本庁舎ではいずれの期日においても申告受付は行いませんので、ご注意ください。
※事前に期日を指定する通知があった方は、指定された期日にご来場ください。
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ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た

気
持
ち
で
、
ス
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
自
分
の
し
た
こ
と
を
、

言
え
る
な
ん
で
す
ご
く
勇
気
が
い
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

誰
か
が
人
を
傷
つ
け
て
い
る
の
を
見
た
ら
、

決
し
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
、
し
っ
か
り

と
「
だ
め
だ
よ
。」「
い
か
ん
よ
。」
と
声
を
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
リ
ボ
ン
登

校
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
人
権
も
、
他
の
い
ろ
ん
な
人

の
人
権
も
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
一
歩
踏
み
出
す
」

　
　
　

清
和
中
学
校

　

２
年　

橋は
し
ぐ
ち口　

紗さ

や

か
也
加
さ
ん

　
「
明
日
は
五
・
二
三
集

会
か
〜
。」
一
気
に
ゆ

う
う
つ
に
な
っ
た
。
私

が
初
め
て
五
・
二
三
集

会
に
参
加
し
た
の
は
中

学
一
年
生
の
時
だ
っ

た
。
正
直
、「
人
権
」

に
つ
い
て
興
味
を
持
た
ず
、
親
と
も
そ
ん
な

話
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
親
も
「
五
・

二
三
集
会
な
ん
て
行
か
ん
で
よ
か
よ
。」
と

言
っ
て
い
た
。

　

小
学
生
の
頃
も
、
集
会
に
行
く
チ
ャ
ン
ス

は
十
分
あ
っ
た
。
で
も
、
め
ん
ど
う
く
さ
い

と
思
っ
て
、
行
こ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
、
友
だ
ち
や
先
輩
が
行
く

な
ら
と
い
う
思
い
で
、
し
ぶ
し
ぶ
行
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、集
会
に
参
加
し
て
気
に
な
っ

た
の
が
部
落
差
別
の
こ
と
だ
っ
た
。「
部
落
っ

て
何
？
」
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
た
。

　

学
校
で
、
人
権
講
演
会
が
あ
っ
た
。
被
差

別
部
落
出
身
教
師
の
森
山
さ
ん
が
話
を
し
て

く
れ
た
。

　

森
山
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
自
分
自

身
が
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
友
人
の
家

に
遊
び
に
い
っ
た
と
き
、
そ
の
友
人
の
祖
父

か
ら
「
あ
ん
た
ど
こ
出
身
ね
？
」
と
た
ず
ね

ら
れ
た
そ
う
だ
。
森
山
さ
ん
は
、「
○
○
出
身

で
す
」
と
返
す
と
、「
あ
ん
た
は
帰
れ
！
」
と

言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　

私
は
、
こ
の
話
を
聴
い
て
、「
何
で
？
」
と

疑
問
に
思
っ
た
が
、
こ
の
話
か
ら
出
身
地
で

差
別
が
あ
る
、「
あ
あ
、
こ
れ
が
部
落
差
別
な

ん
だ
な
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

　

ま
た
、
森
山
さ
ん
が
お
と
な
に
な
っ
て
結

婚
す
る
と
き
、
義
理
の
お
父
さ
ん
に
部
落
出

身
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、「
お
れ
は
部
落
出
身

の
森
山
な
ん
か
知
ら
ん
。
娘
が
連
れ
て
き
た

森
山
な
ら
知
っ
と
る
。」
と
言
わ
れ
た
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文

　

12
月
の
人
権
旬
間
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
人
権
作
文
を
先
月
に

引
き
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
３
名
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
今
月
は
矢
部
小　

井
上
栞
那
さ
ん　

清
和
中　

橋
口
紗
也
加
さ
ん　

矢
部
高　

岡
崎
真
実
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。）

話
も
聴
い
た
。

　

私
は
、
そ
の
話
を
聴
い
て
、
す
ご
く
「
か
っ

こ
い
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
部
落
出
身
を
「
気

に
す
る
」
人
が
い
る
中
で
、
ま
っ
た
く
「
気

に
し
な
い
」
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
す

ご
く
す
ご
く
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
た
。

　

こ
の
講
演
会
に
は
、
私
の
母
も
聴
き
に
来

て
い
た
。
家
で
「
ね
ー
、『
部
落
』
っ
て
山
都

町
に
も
あ
る
の
？
」
と
私
が
た
ず
ね
る
と
、

母
は
「
ん
ー
、ど
う
だ
ろ
う
ね
。」
と
答
え
た
。

ま
た
、「
な
ん
で
差
別
っ
て
あ
る
ん
だ
ろ
う

ね
。」
と
私
が
た
ず
ね
る
と
、「
分
か
ら
な
い

け
ど
、
誰
か
を
責
め
る
こ
と
で
、
自
分
を
守
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」
と
母
は
返
し
て

く
れ
た
。
そ
し
て
、「
差
別
す
る
人
っ
て
か
わ

い
そ
う
だ
ね
。」
と
私
が
言
う
と
、「
何
で
？
」

と
母
が
聞
き
返
し
た
。
私
は
「
だ
っ
て
誰
か

を
責
め
る
こ
と
で
し
か
自
分
を
守
れ
な
い
な

ん
て
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
ん
。」
と
答
え
た
。
す

る
と
母
は「
う
ー
ん
。難
し
い
ね
。」と
言
っ
た
。

　

母
と
こ
ん
な
話
を
し
た
の
は
、
初
め
て
で
、

な
ん
か
変
な
感
じ
が
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
が
「
お
母
さ
ん
は
さ
あ
、
紗

也
加
が
被
差
別
部
落
の
人
を
連
れ
て
き
た
ら
、

森
山
さ
ん
の
お
父
さ
ん
み
た
い
に
言
え
る
か

な
？
」
と
た
ず
ね
る
と
、
母
は
「
言
え
る
と

い
い
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
私
は
本
当
に

言
え
る
と
い
い
な
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
、
い

ま
だ
に
差
別
が
あ
る
た
め
、
部
落
出
身
で
あ

る
こ
と
を
気
に
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
中
、

森
山
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
、
自

分
の
母
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

部
落
差
別
の
こ
と
を
知
れ
た
の
も
、
母
と

話
せ
た
の
も
、
森
山
さ
ん
や
五
・
二
三
集
会
で

話
を
し
て
く
れ
た
人
た
ち
が
、
私
た
ち
に
正

し
い
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

森
山
さ
ん
の
話
を
聴
い
て
、
正
し
い
知
識
が

増
え
た
し
、
身
近
に
あ
る
差
別
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
自
分
の
こ
と
と
重
ね
て
考
え
ら
れ

た
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
れ
は
か
つ
て
ク

ラ
ス
で
い
じ
め
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
だ
。

私
は
い
じ
め
を
注
意
で
き
て
た
の
か
な
？
一

緒
に
な
っ
て
い
じ
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
振
り
返
っ
た
。
そ
し
て
結
局
は
、「
自
分
は

ち
が
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
自
分
も
誰
か
を

責
め
る
こ
と
で
、
自
分
を
守
っ
て
い
る
だ
け

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。
ま
た
、
き

れ
い
ご
と
を
並
べ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
だ

と
思
っ
た
。
今
、
私
は
、
自
分
も
き
ち
ん
と

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
差
別
は
な
く
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
よ
。」
と
い
う
人

が
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
何
か
行
動
し

て
か
ら
の
言
葉
な
の
だ
ろ
う
か
？
も
し
、
努

力
し
て
い
な
い
人
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
ら
、
努
力
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
い
る
こ
と
と

一
緒
じ
ゃ
な
い
か
と
、
今
、
私
は
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
人
権
に
興
味
や
関
心
が

な
か
っ
た
自
分
が
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
森
山
さ
ん
や
五
・

二
三
集
会
で
話
を
し
て
く
れ
た
人
た
ち
な
ど
、

差
別
を
な
く
す
た
め
に
努
力
し
て
い
る
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

　

今
の
私
は
、
行
動
し
て
、
少
し
で
も
差
別

を
な
く
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
来
年
も
五
・
二
三
集
会
に
参
加
し
よ

う
と
思
う
。

　

中
学
二
年
の
今
、
私
は
一
歩
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
る

「
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
」

　
　
　

矢
部
高
等
学
校

　

２
年　

岡
崎　

真
実
さ
ん

　

私
と
こ
の
作
文
を
読

ん
で
い
る
あ
な
た
は
趣

味
が
違
い
ま
す
。
食
べ

て
き
た
朝
食
が
違
い
ま

す
。
住
ん
で
い
る
場
所

が
違
い
ま
す
。し
か
し
、

世
間
で
は
「
同
じ
人
間

同
士
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
所
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
何
も
食
べ
な
か
っ
た
ら
お
腹

が
空
く
し
、
ず
っ
と
起
き
て
い
た
ら
眠
く
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
隣
に
い
て
も
他
人
で
あ

り
、
遠
く
地
球
の
反
対
側
に
い
て
も
人
間
同

士
な
の
で
す
。

　

争
い
や
い
じ
め
に
な
っ
た
り
、な
ら
な
か
っ

た
り
す
る
の
は
、
目
の
前
の
相
手
を
「
傷
つ

け
て
も
自
分
に
は
関
係
の
な
い
他
人
だ
」
と

思
う
の
か
「
同
じ
地
球
に
生
ま
れ
、
自
分
と

巡
り
会
っ
た
人
間
同
士
だ
」
と
思
う
の
か
の

違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

笑
い
な
が
ら
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
戦

争
に
参
加
し
て
い
る
人
々
は
、
殺
す
相
手
は

「
他
人
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
不
本

意
と
思
う
人
達
や
子
ど
も
達
は
「
人
間
同
士

な
の
に
殺
し
合
う
の
は
お
か
し
い
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
を
麻
薬
等
で
操

り
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
用
が
な
い
と
見
放

す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
、
海
外
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
起
き
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
私
達
が
簡
単
に
批
判
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。私
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。私
達
は
今
、

平
和
な
日
本
に
い
て
も
誰
か
ら
か
強
要
さ
れ

る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
人
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
も
し
、
私
達

が
戦
争
の
起
っ
て
い
る
国
に
生
ま
れ
て
い
た

ら
、
笑
っ
て
戦
争
に
参
加
し
て
い
る
の
は
自

分
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
達
は
日

本
と
い
う
戦
争
の
な
い
国
で
、
平
和
登
校
日

に
昔
の
戦
争
の
話
を
聞
い
て
は
、
毎
回
「
戦

争
は
い
け
な
い
」
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
す
。

そ
れ
は
平
和
な
国
に
い
る
か
ら
で
す
。
世
界

に
は
、
戦
争
は
良
い
こ
と
、
や
る
べ
き
な
の

だ
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
い
る
私
達
よ
り
幼
い

人
も
い
ま
す
。
そ
れ
も
数
人
で
は
な
く
何
千
、

何
万
人
と
い
う
人
数
で
す
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
ま
で
、「
戦
争
は
い
け
な

い
こ
と
な
の
で
、
無
く
し
て
い
け
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。」
と
感
想
等
に
書
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
じ
め
と
ま
で
は
言
わ
な
く

て
も
陰
口
や
噂
話
の
仲
間
に
入
っ
て
い
っ
て

い
る
よ
う
で
は
、
戦
争
を
な
く
す
こ
と
は
不

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
臆
病
者
の
私
は
「
い

け
な
い
こ
と
だ
」
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
友

達
と
の
話
を
繋
ぐ
た
め
に
、
噂
話
に
便
乗
し

て
し
ま
い
ま
す
。
陰
口
を
言
っ
て
い
る
時
は

モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
け
ど
、
友
達
が
笑
う
の
で
安

心
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
本
当
に
安
心
で

き
る
の
は
「
好
き
な
も
の
」
の
話
を
友
達
が

笑
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
時
な
の
で
す
。
そ
う

分
か
っ
て
い
る
の
に
、
反
応
し
て
く
れ
る
の

が
嬉
し
く
て
ど
ん
ど
ん
陰
口
が
増
え
て
い
き

ま
す
。「
こ
れ
じ
ゃ
、
大
人
に
な
っ
て
誰
か

ら
も
信
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
幼
少
の
頃
、
陰
で
友
達
の
悪
口
を

聞
い
た
ら
反
論
で
き
て
い
た
自
分
に
戻
り
た

い
。」そ
う
思
う
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
二
年
生
に
な
っ
て
、
人
と
の
関
わ
り
方

を
少
し
だ
け
変
え
ま
し
た
。
愚
痴
や
陰
口
は

全
部
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
減
ら
し
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
陰
口
を
減
ら
し
た
効
果
で
、

人
を
助
け
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
自
分
の
仕
事
が
忙
し
く
て
も
、

人
が
好
ん
で
手
を
つ
け
よ
う
と
は
し
な
い
仕

事
も
時
間
を
み
つ
け
て
引
き
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心
懸
け
を
少

し
変
え
れ
ば
、
現
状
も
変
え
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
弱
い
部

分
が
全
て
無
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
を
変
え
て
い
く
の
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
心
懸
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
愚
痴
や
陰
口
を
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

戦
争
の
無
い
世
界
を
望
む
な
ら
、
私
た
ち

の
毎
日
に
も
き
っ
か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
持
っ
て
い
る
不
満
を
武
器
に
し
て
ぶ
つ

け
合
っ
た
と
し
て
も
、
犠
牲
に
し
た
も
の
と

大
き
さ
を
比
べ
る
と
得
ら
れ
た
も
の
は
小
さ

い
の
で
す
。「
敵
だ
か
ら
ど
う
な
っ
て
も
い

い
。」
と
思
う
の
で
は
な
く
「
同
じ
人
間
同
士
、

ど
う
に
か
し
た
い
。
何
か
で
き
な
い
か
。」
と

思
い
や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
世
界
を
変
え

る
き
っ
か
け
が
何
か
は
今
の
私
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
人
間
同
士
、
争
う
べ
き
で
は
な

い
の
は
分
か
り
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

世
界
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
毎
日
の
身
近

な
生
活
で
自
分
自
身
が
考
え
て
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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すくすく育て

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

保健センターだより
冬の感染症、まだまだ注意が必要です！

《参考》　厚生労働省ホームページ「インフルエンザに関する情報」
　　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html
　　　　熊本県ホームページ「インフルエンザ総合情報ホームページ」
　　　　http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_17785.html

　最新の熊本県感染症動向（1/16 ～ 1/22）では、インフルエンザ報告数が６週連続で増加しており、
今後数週間は患者数が増加することが予想されています。現在は、注意報レベルを超え、警報レベルに
近づいている状態です。また、県内には感染性胃腸炎の報告数が警報レベルを超えている地域もあり注
意が必要です。
　手洗い、せきエチケットなどインフルエンザ等の感染症対策をしっかり実行しましょう。

インフルエンザ報告数…県内 80定点医療機関からの報告
注意報レベル基準：定点あたり 10、警報レベル基準：定点あたり 30
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

前号の訂正とお詫び
　１月 11 日発行第 142 号の広報やまとにおいて
誤りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。
○山都町行事予定表（裏表紙）
　（誤）２月２日（木）乳幼児健診（１歳半児）／
　　　　清和保健センター
　（正）２月２日（木）乳幼児健診（１歳半児）／
　　　　千寿苑

編 集 後 記
　昨年同様に 1 月末に強烈な寒波がやってきました。町
内もあっという間に真っ白な雪景色になってしまい驚き
ました。少しずつ昼間は暖かくなってきた気がしますが、
まだ夜間は冷え込みますね。いろんな方と話していると
インフルエンザが流行っているようなので、みなさんも
体調には充分に気をつけてください。２月も病気に負け
ないよう頑張ります。（椎木）

山都町の人口
〔平成 29年１月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，５９２人

８，２１８人

１５，８１０人

６，６０９戸

（－１８）

（－１９）

（－３７）

（－１０）

※（　）は前月比

※最高齢は 106歳〔女性２人〕

※平成 29年１月の出生者数 　9人

※平成 29年１月の死亡者数  33 人
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『 第16回　さんサンなかま作品展 』
出展者：山都町特別支援教育研究会
期　間：平成29年２月３日（金）～２月28日（火）
　山都町の特別支援学級で学んでいる子どもたちの作品
展です。日頃学習の中で取り組んでいる絵画、手芸工作
などを展示します。個性あふれる楽しい作品をどうぞご
覧ください。

熊本障害者職業センターのご案内
　ハローワーク等と連携して、障がいのある方や事業主の方に対して、以下の支援を
行うとともに、地域の関係機関に対して、職業リハビリテーションに関する助言を行っ
ています。

●　障がいのある方へのサービス
　就職に向けての相談、職業能力等の評価、就職前の支援から就職後の職場適応の
ための援助、職場復帰の支援等、個々の障がい状況に応じた継続的な支援を行って
います。

●　事業主の方へのサービス
　障がい者の雇入れや雇用継続、職場復帰等の支援や雇用管理に関する助言や情報
提共、事業主向けの講習等を行っています。

●　関係機関へのサービス
　関係機関からの要請に応じてニーズ等を把握し、職業リハビリテーションに関す
る支援方法に係る助言・援助、関係機関の職員等向けの実務的研修等を行っています。

　問い合わせ先　熊本障害者職業センター　ＴＥＬ　096－371－8333
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　096－371－8806

携帯電話料金割引について
　下記のいずれかの交付を受けられている方は各携帯電話会社（ＮＴＴドコモ・au・
ソフトバンク）の基本使用料金割引等が受けられる場合があります。詳しくは各携
帯電話会社にてお問い合わせください。

　　・身体障害者手帳
　　・療育手帳
　　・精神障害者保健福祉手帳
　　・特定医療費（指定難病 )受給者証

～ 問い合わせ先 ～
　　健康福祉課　　　　　72-1229
　　清和支所健康福祉係　82-2111
　　蘇陽支所健康福祉係　83-1111

○  ○

○  ○
  ○  
○

○ ○ ○ 者 証

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ 　○ ○ ○  ○ ○ ○
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No.1432 広報やまと

　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
　掲載する写真は厳選な審査で決めた写真
になります。
　なお、発表は掲載をもってかえさせてい
ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
　TEL：72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】
　大雨の影響や水流の影響でできる甌穴（おうけつ）、自然の力を思い
知らされます。

２月 ３月
９木 蘇陽地区移動図書

自治振興区代表者会議／清和支所 １水 　

10金 蘇陽地区移動図書 ２木 乳幼児健診（３歳児）／千寿苑

11土 建国記念の日
魅力アップ塾「番外編」／清和文楽邑 ３金 子育てサロン／清和保健センター

12日 瀬戸病院／☎ 75-0111
第 43回郡市対抗熊日駅伝大会／天草市～熊本市 ４土 　

13月 　 ５日 坂本クリニック／☎ 72-2010
平成 29年山都町消防団出初式／中央グラウンド

14火 おもちゃつくり（子育てセミナー）／千寿苑
清和地区移動図書　 集団検診／清和保健センター ６月 　

15水
清和地区移動図書　 集団検診／蘇陽支所
確定申告・町県民税・国民健康保険税の申告相談（3/15まで）
行政相談日／中央公民館・清和支所・蘇陽支所 ７火 　

16木 法律相談日／清楽苑 ８水 広報やまと発行日
蘇陽地区移動図書

17金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑 ９木 蘇陽地区移動図書
子育てサロン／千寿苑

18土 山の都づくり事業報告会／清和文楽館
第 62回愛林駅伝競走大会／浜町商店街周辺 10金 蘇陽地区移動図書

わらべ唄遊び（子育てセミナー）／清和保健センター

19日 そよう病院／☎ 83-1122
第８回山都塾／浜町 11土 町内中学校卒業式／各中学校

20月 　 12日 伴病院／☎ 72-0029
大型ごみ収集日（矢部地区）／千寿苑

21火 子育てサロン／清和保健センター
町長選挙立候補届出受付／本庁 13月 　

22水 矢部地区移動図書
町長選挙期日前・不在者投票日／本庁・清和支所・蘇陽支所 14火 清和地区移動図書

23木
矢部地区移動図書
みんなで食事つくり／つどいの広場シャベル
町長選挙期日前・不在者投票日／本庁・清和支所・蘇陽支所 15水

清和地区移動図書
確定申告・町県民税・国民健康保険税の申告相談（最終日）

24金
矢部地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター
町長選挙期日前・不在者投票日／本庁・清和支所・蘇陽支所 16木

みんなで食事つくり／千寿苑
法律相談日／蘇陽支所

25土 町長選挙期日前・不在者投票日／本庁・清和支所・蘇陽支所 17金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

26日 高田整形外科／☎ 72-1007
町長選挙投票日／各投票所 18土 　

27月 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）9期口座振替日 19日 野田医院／☎ 72-0307
日向往還歴史ウォーク in 山都町／馬見原交流広場

28火 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）9期納期限 20月 春分の日
日向往還歴史ウォーク in 山都町／道の駅通潤橋

山都町行事予定表
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私の一枚

タイトル：甌穴（おうけつ）
撮 影 者：藤本義也
撮影場所：うのこの滝


